
日
中
友
好
協
会
第
六
五
回
大
会
は
、

六
月
十
一
・
十
二
日
の
両
日
、
東
京
都

内
で
２
６
０
名
が
参
加
、
会
員
が
二
年

連
続
増
加
す
る
中
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
脅
威
論
に
打
ち
勝
っ
て
日
中
不
再

戦
・
平
和
友
好
運
動
を
飛
躍
さ
せ
よ
う

と
、
青
年
男
女
も
交
じ
り
、
各
地
か
ら

元
気
よ
く
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
大
使
館
の
王
参
事
官
女
史
は

「
中
国
脅
威
論
に
反
論
し
な
が
ら
、
草

の
根
の
日
中
友
好
・
平
和

の
活
動
を
続
け
て
い
る
こ

と
に
対
し
高
く
評
価
し
て

い
る
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。大

阪
府
連
か
ら
本
部
役

員
二
名
と
代
議
員
七
名
が

参
加
し
「
豊
か
な
運
動
は

系
統
的
な
学
び
か
ら
」
と

学
習
運
動
の
重
要
性
を

(

山
本
代
議
員)

、
「
長

期
停
滞
か
ら
五
〇
数
名

の
会
員
増
へ
」
（
澤
野

井
代
議
員
）
そ
れ
ぞ
れ

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の

最
優
秀
賞
に
「
大
阪
西

支
部
ニ
ュ
ー
ス
」
、
佳

作
に
「
府
連
通
信
」
、

優
秀
活
動
組
織
に
「
東

大
阪
支
部
」
と
「
大
阪

府
連
」
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
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こ
の
一
年
、
地
域
の
新
婦
人
や
平

和
委
員
会
、
年
金
者
組
合
な
ど
と
行

事
を
成
功
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
映
画

「
望
郷
の
鐘
」
上
映
会
に
７
６
７
名

「
中
国
人
二
世
と
の
交
流
会
」
に
三

四
名
「
東
大
阪
平
和
ツ
ア
ーi

n

阿
智

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
・
杉
原
千

畝
記
念
館
」
に
三
〇
名
参
加
し
ま
し

た
。今

年
は
市
内
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
「
戦
争
展
」
に
満
蒙
開
拓
団
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
予
定
で
す
。

「
菜
の
花
太
極
拳
教
室
」
も
常
設

し
、
二
ヶ
月
ご
と
の
支
部
行
事
の
開

催
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の

が
毎
月
定
例
の
支
部
会
議
で
す
。
二

時
間
で
す
が
担
当
の
会
員
さ
ん
か
ら

の
集
金
も
持
ち
寄
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
三
ヶ
月
ご
と
に
「
会
費
の
請

求
書
」
を
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
さ
さ

や
か
で
す
が
昨
年
の
五
月
比
で
会
員
・

準
会
員
・
特
別
会
員
合
わ
せ
た
会
員

数
で
二
割
増
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

六
月
一
日
現
在
、
会
員
三
一
名
、
準

会
員
七
名
、
特
別
会
員
一
名
に
な
っ

て
い
ま
す
。

東
大
阪
支
部
定
期
総
会

五
月
二
一
日

地
域
の
民
主
団
体
と
共
に
平
和
を
守
る
活
動

六
五
大
会

中
国
脅
威
論
に
負
け
ず

二
年
連
続
会
員
が
増
加

府連通信

全
国
に
学
ぶ

山
本
恒
人

大
会
参
加
は
三
回
目
、
大
阪
の
運

動
・
組
織
の
前
進
が
反
映
さ
れ
た
大

会
へ
の
参
加
は
心
も
ち
気
分
が
い
い
。

澤
野
井
、
山
本
両
代
議
員
の
二
名
発

言
だ
け
と
い
う
の
は
寂
し
い
。
東
大

阪
・
西
両
支
部
の
活
動
は
、
発
言
す

れ
ば
全
国
の
良
い
教
訓
と
な
る
は
ず
。

あ
ら
た
め
て
全
国
の
優
れ
た
経
験

は
支
部
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
痛
感
、
大
阪
の
日
中
友
好
運
動

が
大
阪
府
民
の
も
の
と
な
る
た
め
に

は
こ
れ
が
鍵
だ
と
思
っ
た
。

全
国
経
験
か
ら
見
て
、
大
阪
で
は

「
強
制
連
行
問
題
」
「
帰
国
者
支
援
」

「
南
京
大
虐
殺
」
「
留
学
生
・
華
僑

と
の
交
流
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
相

対
的
に
弱
く
、
逆
に
こ
の
問
題
を
取

り
組
ん
で
い
る
市
民
運
動
が
大
阪
に

は
あ
る
。

大
阪
で
も
「
南
京
銘
心
会
」
「
高

槻
日
中
」
「
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
」

「
緑
の
地
球
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
交

流
を
行
っ
て
い
る
が
、
全
国
で
は
も
っ

と
交
流
が
進
ん
で
い
る
所
が
あ
る
。

こ
の
間
の
「
市
民
革
命
」
的
な
広
が

り
は
日
中
友
好
運
動
に
も
影
響
が
及

ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

第
六
二
回
大
阪
府
連
大
会

第
六
四
回
関
西
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大

会
で
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
日
中

大
阪
府
連
の
朗
読
劇
「
戦
時
下
反
戦

放
送
長
谷
川
テ
ル
の
生
涯
と
娘
暁
子
」

が
、
六
月
十
九
日
泉
が
丘
・
ビ
ッ
グ

ア
イ
・
ホ
ー
ル
で
再
演
、
２
７
５
名

の
参
加
者
を
大
き
な
感
動
で
包
み
こ

み
ま
し
た
。

大
会
参
加
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト

や
、
新
婦
人
の
会
、
堺
退
職
教
職
員

の
会
、
治
安
維
持
法
国
家
賠
償
同
盟

堺
支
部
、
日
中
友
好
栂
・
美
木
多
連

絡
会
、
日
中
友
好
協
会
堺
支
部
が
こ

の
公
演
の
た
め
チ
ラ
シ
・
チ
ケ
ッ
ト

を
普
及
、
成
功
を
支
え
ま
し
た
。

配
役
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、

合
唱
団
オ
リ
ー
ブ
の
合
唱
も
加
わ
っ

て
、
奥
行
き
の
深
い
舞
台
と
な
り
ま

し
た
。
「
す
ば
ら
し
い
。
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
関
西
大
会
に
深
く
大
き
な
意
義

を
付
与
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
」
「
こ
う
い
う
事
実
が
あ
っ

た
こ
と
、
今
日
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
日
本
、
中
国
、
世
界
中

が
平
和
で
あ
る
た
め
に
、
み
ん
な
声

を
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
」
と
絶
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

長
谷
川
テ
ル
朗
読
劇
再
演

大
会
に
参
加
し
て

七
月
三
一
日(

日)

午
後
一
時
半

大
阪
社
会
福
祉
指
導
セ
ン
タ
ー

研
修
室
①(

地
下
鉄
谷
町
６
丁
目)

参
加
予
定
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

７月２４日(日)１４：００～
日中文化教室(梅田芝田東洋ビル本館207)

「アソシエーションを学ぶ」

講師：田畑 稔
(大阪哲学学校『季報唯物論研究』主宰)

参加希望者には事前に、報告要綱をお送りします。

日中定例研究会



東
大
阪
支
部

熊
原
元
直

ま
ず
大
部
の
資
料
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
場
で
消
化
す
る
に
は
不
可
能

と
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
準

備
さ
れ
た
事
務
局
の
方
や
東
京
都
連
の

方
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

財
政
活
動
の
面
で
本
部
事
務
局
の
奮

闘
も
あ
り
改
善
の
報
告
に
意
を
強
く
し

引
き
続
き
会
の
現
勢
の
増
勢
を
堅
持
し

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

代
議
員
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
殆
ど

の
組
織
が
何
ら
か
の
行
事
の
中
で
会
の

現
勢
を
ふ
や
し
て
い
る
事
が
印
象
深
く

感
じ
ま
し
た
。
最
低
で
も
二
ヶ
月
に
一

度
は
支
部
行
事
を
開
催
し
て
ゆ
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
中
で
も
中

国
文
化
の
中
で
育
ま
れ
て
い
る
日
本
で

ま
だ
ま
だ
文
化
行
事
の
開
催
の
仕
方
に

工
夫
が
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
「
漢
詩

の
学
習
会
」
を
も
た
れ
て
い
る
支
部
で

講
師
ま
ち
に
せ
ず
自
ら
が
チ
ュ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
で
も
出
来
て
い
る
と
の
発
言

に
支
部
で
も
構
想
は
あ
る
が
講
師
ま
ち

に
な
っ
て
い
た
と
反
省
し
ま
し
た
。

早
速
、
一
海
知
義
先
生
の
「
漢
詩
入

門
」
「
漢
詩
一
日
一
首
」
を
購
入
。
緒

に
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
阪
西
支
部

平
松
悦
雄

初
め
て
運
営
側
に
立
ち
、
お
話
等
さ

れ
て
い
る
後
姿
を
見
な
が
ら
と
い
う
、

大
会
参
加
に
な
り
ま
し
た
。

壇
上
に
座
り
、
進
行
を
し
な
が
ら
の
、

流
れ
を
聞
き
、
内
容
の
打
合
せ
で
す
、

あ
る
意
味
、
冷
や
汗
も
の
で
す
。
し
か

し
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
リ
ー

ド
さ
れ
な
が
ら
、
マ
イ
ク
を
持
つ
番
に

な
っ
て
来
て
、
何
と
な

く
落
ち
着
き
、
私
た
ち

の
方
向
で
動
い
て
い
る

意
識
を
感
じ
、
一
旦
休

憩
と
な
っ
て
か
ら
は
、

全
体
を
見
と
う
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

本
来
は
発
言
を
用
意

し
て
お
り
、
昨
年
７
月

の
不
再
戦
の
つ
ど
い
の

件
を
お
話
し
よ
う
と
思

い
、
事
前
に
本
部
に
も

送
り
、
心
の
準
備
も
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
日
の
時
間
配
分
か
ら
見
て
発
言
は
辞

退
い
た
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
時
間
的
余
裕
が
出
来
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
と
も
思
い
ま
し

た
が
、
議
長
し
な
が
ら
発
言
と
は
、
少

し
あ
つ
か
ま
し
い
か
な
と
も
思
い
、
口

に
は
出
さ
ず
、
大
会
が
と
ど
こ
り
な
く

無
事
終
え
て
ホ
ッ
ト
し
た
と
同
時
に
、

良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後

の
組
織
発
展
に
役
立
て
れ
ば
と
思
い
ま

す
。大

阪
西
支
部

松
原
弥
寿
夫

大
会
に
は
十
年
以
上
参
加
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
連
が
今
年
は
久
し
ぶ
り
に
会
員
、

準
会
員
と
も
に
増
勢
で
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の

大
幅
な
会
員
減
少
で
、
肩
身
の
狭
い
思

い
を
し
な
が
ら
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
皆
様
の
活
躍
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

昨
年
に
続
き
今
年
も
大
阪
府
連
か
ら

議
長
団
に
平
松
さ
ん
が
選
ば
れ
、
事
務

局
長
や
山
本
副
会
長
の
府
連
が
な
ぜ
増

勢
に
転
じ
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
、
日

中
問
題
の
学
習
会
の

継
続
性
が
大
事
だ
と

発
言
が
あ
り
、
今
ま

で
に
な
い
雰
囲
気
で

各
行
事
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
報
告
し
ま

し
た
。

大
会
全
体
に
し
め

る
年
齢
が
高
齢
化
し

て
い
る
の
が
気
に
な

る
の
で
す
が
、
初
参

加
者
が
今
年
は
四
十

数
名
と
多
く
参
加
さ
れ
て
い
た
と
報
告

が
あ
り
、
高
齢
化
の
中
で
も
、
よ
り
若

い
人
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
進
め
ら
れ

た
結
果
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

熊
本
地
震
被
災
者
支
援
募
金
は
５
万

円
、
本
部
新
事
務
所
募
金
に
は
５
万
円

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
大
会
募
金(

五
〇
〇
円)

と

夏
季
募
金
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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講師 西支部 稲田雪男さん

７月２０日（水）14：00～21：00

会場：日中文化教室２０５号室

会費・材料代１０００円
団扇にきりえを貼ってのアイデア作品を創り

ます。初心者の方、大いに歓迎します。

七
月
二
四
日(

日)

午
後
二
時
か
ら

日
中
府
連
教
室
で
、
定
例
研
究
会

「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
」
を

マ
ル
ク
ス
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
論

の
第
一
人
者
田
畑
稔
氏
を
講
師
に
開

き
ま
す
。

「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
論
は
未
来

社
会
論
（
「
必
然
の
国
→
自
由
の
国
」
）

の
中
枢
を
占
め
て
い
ま
す
。
で
も
、

そ
れ
は
遠
い
未
来
の
問
題
で
は
な
く
、

私
た
ち
の
日
常
空
間
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
田
畑
さ
ん
が
「
多
領
域
、

多
目
的
の
諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
運
動
の

立
体
化
」
と
述
べ
る
時
、
田
畑
さ
ん

が
頭
に
お
い
て
い
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
姿
は
、
今
あ
る
「
新
し
い
協
同

組
合
、
新
し
い
ユ
ニ
オ
ン
、
障
碍
者

団
体
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
団
体
、
九
条

の
会
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
団
体
、
弁
護
士

な
ど
」
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
各

種
平
和
・
民
主
団
体
も
そ
う
で
す
。

今
日
的
問
題
と
い
う
点
で
は
田
畑

さ
ん
の
次
の
言
葉
も
印
象
的
で
す
。

「
『
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と

実
践
』
こ
そ
、
安
倍
政
治
の
『
暴
走
』

が
続
く
現
在
の
日
本
で
も
核
心
的
テ
ー

マ
で
あ
る
」
。

当
然
、
中
国
に
も
議
論
が
及
び
ま

す
。
「
『
社
会
主
義
の
刷
新
』
に
は

ロ
シ
ア
経
由
の
Ｍ
Ｌ
主
義
の
根
本
的

克
服
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
カ

ギ
も
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
論
に
あ
る
」
。

安
倍
政
治
の
「
中
国
脅
威
論
」
に

対
し
て
も
、
「
『
中
国
脅
威
論
』
は

不
均
等
発
展
を
ふ
ま
え
た
東
ア
ジ
ア

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
未
来
構
想
や
、
そ

れ
へ
の
接
近
の
道
と
は
全
く
つ
な
が

ら
な
い
」
と
極
め
て
手
厳
し
い
。

日
中
不
再
戦
、
戦
争
法
廃
止
、
改

憲
阻
止
、
立
憲
主
義
の
回
復
を
か
か

げ
て
戦
い
抜
い
た
時
こ
そ
、
面
白
く

て
、
刺
激
的
な
学
び
を
！

出
席
ご
予
定
の
方
は
、
府
連
事
務

所
に
テ
キ
ス
ト
田
畑
稔
「
『
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践
』
の
前

進
へ
」
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

言
葉
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と

は
自
発
的
に
作
る
集
団
や
組
織
。
学

校
・
教
会
・
会
社
・
組
合
・
結
社
。

講
師
の
田
畑
稔
氏
は
、
大
阪
哲
学

学
校
、
『
季
報
唯
物
論
研
究
』
主
宰
。

募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

第
一
人
者
田
畑
稔
氏
を
講
師
に

日
中
大
会
参
加
代
議
員
の
感
想

夏のきりえ講習会


